
                                      

    平成 31年 2月 20日 

 

 

     アンケート調査へのご協力ありがとうございました！ 

12月に実施しました保護者アンケート調査の集計結果をおしらせします。  

      昨年度に引き続き、学校満足度に加え、保護者の方の意識調査もさせていただきました。お忙しい中、て

いねいにお答えいただき、ありがとうございました。昨年度と同様、高い回収率であったことに深く感謝

申し上げます。 

  保護者アンケート  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【考察及び対応】 
学校満足度 
全体としては過半数の項目で 90％以上のよい評価をいただき、私たちにとってたいへん励みとなりました。ただ、例

えば「SOCS や創造授業等、地域や専門家との協働等、子どもたちがうらやましい」と「基本的におかしいので違和感
を感じる」等、保護者の方によっては対照的なご意見もあり、これは学校全体としての取り組みがまだ十分でなかった
ことや、趣旨を十分お伝えできていないことが要因であったと考えています。本年度は学校ホームページで年間 200 件
以上の投稿・更新をしたり、各種のお便りで子どもたちの様子をお伝えしてきましたが、今後もこれらの課題を努力目
標に掲げ、さらに努力していきたいと思います。  

＜ 記述によるご意見 ＞  
記述欄には、本校職員に対して多くのお褒めの言葉や感謝の言葉をいただき、職員一同（嬉しい…というよりは）ほ

っとしているというのが正直なところです。それだけ、どの職員も目の前の課題に対して、様々なやり方で精一杯取り
組んできたつもりでも、まだ多くの課題を感じているからです。結果としては、子どもたちや保護者の皆様に十分満足
いただけなかった所は少なくありません。ご要望等については、貴重なご意見として各担当で検討し、職員で共有いた
しました。それぞれのお子さんにかかわるような個別のご質問ご要望につきましては、（お名前を書いていただいた方）
可能な限り直接お応えするようにいたします。全体にかかるものにつきましては、以下のようにお応えさせていただき
ますが、紙面の関係で不十分なところもあるかと思います。その場合は、遠慮なく学校にお問い合わせください。  

○ 土曜日・休日の行事は減らして負担のないようにしていただきたい。（土曜授業を増やしてほしいという意見もあり） 
土曜日の授業は、もともと平成 25 年に学校教育法施行規則が一部改正された時に、「子どもたちの成長を支えるために、土曜日に

学校・家庭・地域が連携し、役割分担しながら、学校における授業や地域における多様な体験活動等の機会の充実に取り組むこと」が

設置者の判断で可能となったものです。多気町では「保護者の参加や地域の方々の支援もいただきやすいい日に授業を行う」「平日と

は違う特色を持たせた学習をする」ことを方針に、どの小中学校でも 3回の土曜授業を実施しています。（昨年度は 4回）本校では土

曜日の授業に「授業参観」「親子行事」「発表会」を充ててきました。「授業参観の日をもっと増やしてほしい」というご意見もありま

すので、他の学校行事とともに、回数と内容について毎年見直しを続けているところです。  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 児童アンケート  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◎『よくあてはまる』＋『あてはまる』が９０％以上・・・・９項目中３項目  ※数字は質問番号 

  ※３：授業は分かりやすい ６：一所懸命できた・頑張ったことがある ７：友達はやさしい 頑張っているなと思う 

 ●『よくあてはまる』＋『あてはまる』が８０％未満・・・・９項目中１項目   

  ※２：困った時に、先生や家族など大人の人に相談できる  

【考察及び対応】 
 
 
 
 
 
 

○ 登下校時等、あいさつができない、並んで歩けない子がいる。 
  ご承知の通り、徒歩通学とバス通学の両方がある関係で、登校時は２か月に１回、下校時には毎月１回の指導を行っていますが、
旧多気町とほぼ同じ面積のすべての地域に職員が頻繁に出向いて指導することは困難です。そこで、多くのボランティアの方々にお
世話になったり、地域によっては輪番で登下校の指導をしていただいたりしています。また、毎年 2回の交通安全ボランティア会議
を開いて、子どもたちの登下校の様子についてご意見をいただいています。学校でも、下校時は毎日、通学団ごとに運動場に集合さ
せ必要な時は担当の先生の注意を聞き、全体であいさつをして下校させています。しかしながら、ご意見の通りすべての子どもが、
きちんと挨拶をし、並んで歩けない様子が見られるのも事実です。今後も、日々の子どもたちの登下校の様子についてご意見をいた
だき、通学団の子どもたちへの指導や、各学年・学級での安全指導を続ける等の取り組みをしっかりしていきたいと思います。 

また、暑い日も寒い日も毎日、子どもたちに寄り添って見守りをしていただいている交通安全ボランティアの方々に、機会があ
れば感謝の気持ちを伝えていただくとともに、引き続き地域での子どもたちへの見守り・ご指導をよろしくお願いいたします。 

○ 春の遠足の目的地が毎年同じなので、変えたらどうか。 
  春の遠足は新入生歓迎を目的として、新しい「なかよし班」での初めての活動です。入学して間もない１年生を上級
生がいたわったり、異学年同士が励まし合ったりしてコースを歩き、オリエンテーリング形式でゆとりの丘のゴールを
目指す活動です。6 年生はリーダーとしての自覚が必要となり、その後、「なかよし班そうじ」等のなかよし班の様々
な活動で中心的な役割を担っていきます。標題のようなご指摘がありますが、この遠足の主旨と、子どもたちの力で見
通しをもって安心して活動できるコースとしては、現在のところ適切ではないかと考えています。来年度は、遠足の目
的にかなう場所とオリエンテーリングの内容について再検討して、計画・実施していきたいと思います。 
○ 子ども同士のトラブルと家庭への連絡について 
  子ども同士で友達関係のこじれ等があった場合は、その対処や解決を最優先します。もちろんトラブルはない方がよいのですが、
子どもたちは、学校生活における友達関係の様々な問題解決を通じて多くのことを学んでいるのが実際です。その場で解決できる軽
微なものから、時間をかけて取り組まなければならないこともあり、必要に応じて保護者の方へ報告させていただいています。これ
までも、ほとんどの場合は、保護者の方同士でも連絡を取り合っていただき、家でもお子さんに話をしていただいてきました。また、
その時のお子さんの様子も学校にお伝えいただいておりました。今後も、学校と家庭が連携して対応していきたいと考えています。 

○ 県や県PTAから出されるメディアチェックシートの意味が感じられません。 
  今回のアンケートでも「お子さんの生活習慣は…」の項目で、「寝るのが遅い」「ゲームやネットに夢中になる時間が
長い」というご意見が多く寄せられています。学校では、道徳や学活の時間にメディアとの付き合い方について学習を
してきてはいますが、実際の子どもたちの家庭生活の改善になかなかつながっていかないことが気がかりです。各ご家
庭のルールもありますが、「チェックシート」は、生活習慣や時間の使い方などについて振り返ったり見直したりする
きっかけにしていただけたらと思います。チェックシートの内容については、再度検討していきます。 

全体を見ると、Ａ＋Ｂの割合が６項目で 85％以上になり、３項目が昨年より良い結果になりました。「学校は楽しい」
と感じ、「友達とかかわり合いながら一所懸命頑張っている子」が多い状況です。 
 ただ、約３割を超える子どもたちが、「困った時に大人の人に相談できない」としており、ここ数年課題となっていま
す。子どもたちは不安を言葉で伝えてくれない状況があるようです。一方、保護者の方のアンケートでは、６割を超える
方が子育てに不安を持ってみえます。学校ではいつも、子どもたちの心のサインを見取るように努めていますが、それ
でもわからない場合もあります。ご家庭でも中・高学年にもなるとなかなか話してくれないこともあります。子どもた
ちの困りごとは、「勉強がわからない」というのもあるでしょうが、多くは友達関係等の「人と人との関係づくり」です。
担任だけでなく、職員全員で一人ひとりの子どもとの「対話」を大切にするとともに、保護者の皆様ともお子さんの様
子を共有させていただき、どの子も安心して生活できるよう、取り組んでいきたいと考えています。 
 


